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異状がないか

調べます

渡良瀬遊水地１００周年 記念展示企画topics

－河川の状態把握－

発見した異状

を直します

快適な環境

を保ちます
－維持管理対策－ －環境対策・地域連携－
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水源地：大水上山（標高1,831ｍ）群馬県利根郡みなかみ町

流域面積：16,840km2（全国第1位）

流域人口：約1,309万人（調査基準年：平成22年）

総延長：322km（全国第２位）　※利根川上流河川事務所は、このうち約130kmを管理しています。

流域市町村：152区市町村（平成31年3月）

河川数：822

利根川データ

私たち、利根川上流河川事務所職員は、誰もが川とともに快適に過ごせるよう、

利根川の維持管理をしています。

利根川の堤防や施設に異状がないか、氾濫する危険がないか、

日々パトロールを行いながら、令和４年も様々な補修や対策を行いました。

自然豊かな利根川、そして私たちのくらしを水害から守るため、

自治体や建設業をはじめとする民間企業と協力しながら、

これからも利根川を守りつづけます。

利根川の安心・安全を全力で支えています。

曲がりくねって流れる利根川をまっすぐ伸ばすと、

その長さはなんと全国第２位の３２２km。

流域面積は、16,840km2 で全国第１位です。

利根川は、茨城県・栃木県・群馬県・埼玉県・千葉県及び東京都、

１都５県にまたがります。流域人口の約 1,309 万人は、日本の人口の

約1/10となるため、多くの都市用水や農業用水を供給しています。

利根川は、首都圏さらには日本を支える重要な河川です。

利根川ってどんな川？

異状がないか
調べます

発見した異状を
直します

河川の状態把握

快適な環境を
保ちます

環境対策・地域連携維持管理対策

河川
維持管理
の仕事
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流域の雨量や水位などの観測データは、

出水時の避難指示や水防活動、 渇水対

策に活用するため、 点検やデータ取得を

しています。 これらのデータを適切に取

得できるよう観測機器の点検やデータ収

集 ・整理をしています。

水門や警報機器などの機械設備及び

電気通信施設を伴う河川管理施設で

は、 出水時に確実な動作ができるよ

うに毎月点検を実施しています。

点検で確認された異状は、 修理や部

品の交換を行います。

国土交通省関東地方整備局が許可して設置された樋管などの許

可工作物が、 適切に管理されているかを確認するために、 各施

設の管理者に対して立会検査を行い、必要な対応を指示しました。

堤防や河川管理施設などの異状を早期に発見するためのパトロー

ルは、 河川維持管理の基本です。 令和４年のパトロールでは、　

6,881 件の様々な報告がありました。

堤防点検の前には、 異状を発見しやすいように堤防の除草を行

います。 令和３年から除草回数を最大３～４回に増やして、 草丈

を短く維持する試行を実施しています。

堤防や河川管理施設に異状がないか確認するため、 令和４年は

全ての堤防を歩いて目視点検をしました。 確認された異状３０８

件は、 大きな被害にならないように分析 ・評価をして対策を行い

ました。

河川の利用が多くなる夏休み前に安

全に利用できるよう危険な場所がない

か点検します。 発見した危険な場所

は、 河川利用者の安全を確保するた

め補修を行いました。

災害などから暮らしを守るため、 毎日のパトロール、 堤防・機械・電気施設の

点検、雨量や水位の観測などを行って、わずかな異状にも素早く対応しました。

河川維持管理の基本「パトロール」

堤防を除草して、異状を見逃さない

堤防点検で、異状を早期発見

機械及び電気施設などの点検

許可工作物の安全性を検査

雨量・水位観測所の点検

危険な場所のチェック

▲機械設備の点検

河川管理の基礎資料になる流量の観測を行っています。 平常時

に流量を観測することを 「低水 （ていすい） 流量観測」、 出水時

に観測することを 「高水 （たかみず） 流量観測」 といいます。 利

根川上流河川事務所管内では、 令和４年は大規模な出水が発生

しなかったことから、 低水流量観測を行いました。

流量観測

写真１ パトロール

写真３ 堤防除草

写真４ 機械設備の点検

写真５ 許可工作物（樋管）の安全性を検査

写真６ 水位観測所の点検

写真７ 低水流量観測

写真２ 堤防点検
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▲段差を土嚢で補修

国土交通省
川の防災情報

河川ライブ
映像

川の水位
情報

リアルタイム情報
水位・雨量

▲亀裂

6,８８１

3,855件

1,980件

681件

▲投棄された水上バイク

異状がないか調べます

堤防・河川管理施設などの異状

不法投棄や危険行為など

水質の状況や自然環境の変化など

イベントや施設の利用状況など

亀裂

モグラなどの小動物の穴

陥没・不陸

侵食・植生異状

排水不良

106件

32件

30件

30件

29件

特に多く発見された異状

パトロールからの報告は合計 件

利根川上流管内
の水位観測所の
映像をリアルタイ
ムに配信。

全国の水位観測
所の映像や情報
をリアルタイムに
配信。

利根川上流管内
の水位 ・雨量等
の情報をリアル
タイムに配信。

－河川の状態把握－

全国の出水時の
危険度を検索で
きます。

流量ってどんなふうに観測するの

流域って何

出水時に観測する 「高水流量観測」 は、

増水した河川を船で観測するのは危険で

すので、 橋の上などから観測します。

流量を計測する道具は、 一般的に 「浮

子 （ふし）」 という棒状のもので計測しま

す。 浮子を橋の上から投下して、Ａから

Ｂに流れる時間と距離から流量を算出し

ます。

▲高水流量観測
利根川→橋

Ａ Ｂ

流域は、 山や平地などの地面に降り注

いだ雨水が川に集まる範囲のことです。

365件

尾根を結んだ線は 「流れて集ま

る水」の分かれ目です。（流域界）

パトロールで２番目に多く発見された 「不法投棄や

危険行為など」 の 1,980 件うち、 928 件は不法投

棄です。 ゴミマップは、 平成 15 年より 「ゴミが不

法投棄されている場所がどこなのか」 知ってもらう

ため、 河川環境の意識向上を目的に出張所毎に作

成しています。

ゴミすてないでマップ

ゴミすてないで
マップ



モグラやキツネなどが堤防に巣穴を

掘ったり、 イノシシがエサを探して掘り

返す被害が出ています。 これらの穴

から雨水が浸透すると、 出水時に堤

防を破壊する原因となるため、 発見

後すぐに埋め戻すなどの補修を行うと

ともに穴堀り範囲や時期などを調査し

て、 対策を行いました。

天端にできる亀裂は、 雨水が浸透し

て堤防が崩れたり、 歩行や自転車の

走行などを妨げてしまう場合がありま

す。 このような亀裂は、 注入材など

で隙間を埋めて補修しました。

護岸ブロックの復旧工事

護岸ブロックの陥没損壊は、 利用者の転落などの危険があるた

め、 発見後速やかに看板や立入禁止テープを設置して注意喚起

を行います。 陥没した空洞には土砂を投入して、 護岸ブロックを

再利用した復旧工事を行いました。

写真２ 動物の穴

写真１ 亀裂

動物の穴

亀裂

樹木の伐採

河川敷の樹木は、 放置しておくと出水

時に水の流れを妨げたり、 堤防の侵

食を助長して機能低下に至る可能性

があります。 そのような危険箇所にあ

る樹木を伐採しました。 伐採した樹木

は、 無償提供するなど有効活用して

います。

写真３

写真４ 樹木の伐採

パトロールや堤防点検で発見した異状は、 雨の日や出水時に、

さらに大きな被害にならないように適切に補修を行いました。

ラムサール条約登録１０周年記念

渡良瀬遊水地の視察研修

水質事故訓練

ヨシ焼き

写真１ ヨシ焼き

写真２ 水質事故訓練

写真３ 渡良瀬遊水地ラムサール条約登録

　　　 １０周年記念シンポジウム

写真４ 渡良瀬遊水地の現地研修

令和４年８月３１日にマレーシアの防災関係者が研修の一環とし

て渡良瀬遊水地を視察しました。 多目的遊水池の機能や効果

を学び、 参加者からは渡良瀬遊水地の仕組みや取組みに関す

る積極的な質問があり、 大変有意義な研修となりました。

令和４年３月５日に実施した渡良瀬遊水地の 「ヨシ焼き」 は、 自

然環境を守るほかに病害虫の駆除や植物の芽生えを助けながら

樹林化を防止したり、 多くの豊かな湿地環境を守る効果がありま

す。 令和３年は悪天候のため中止だったことから２年ぶりの実施

となりました。

利根川上流河川事務所では、 水質事故発

生時に迅速に対応するため、 「水質事故

訓練」 を行いました。

訓練は、 簡易水質分析や流出時に油が下

流に流れないようにオイルフェンスの設置

訓練などを実施しました。 万一の事故の備

えや職員などが迅速に対応できるよう、 常

に危機管理意識を持って取組みます。
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のりくず

発見した異状を直します 快適な環境を保ちます
人や動植物にとって過ごしやすい自然豊かな環境を守るために、

地域の人々と協力しながら様々な取り組みを行いました。

－維持管理対策－ －環境対策・地域連携－

▲天端の亀裂

護岸ブロックの復旧工事

伐採木の無償提供情報は、 利根川上流河

川事務所ホームページやツイッターにて、

随時配信しています。

出水時に迅速な対応ができるよ

う 「洪水対応演習」 も実施して

います。 出水時における関係機

関との情報伝達や被災時の対策

工法などの検討を行い、 防災体

制に万全を期しています。
▲訓練の様子

伐採木無償提供の情報はこちらから

伐採木無償提供

洪水対応演習 渡良瀬遊水地の見学

令和４年１１月４日に芝浦工業大学の学

生など２４名が渡良瀬遊水地を見学しま

した。 利根川や渡良瀬遊水地の概要を

学び、第一排水門やウオッチングタワー

を見学しました。 国土交通省の現場の

雰囲気を感じて、 将来の担い手に繋が

れば幸いです。 ▲見学の様子▲堤防の補修作業

▲オイルフェンスの設置

出水時に水の流れを妨げる樹木を伐採し、

無償提供をしています。 ニセアカシア ・ムク

ノキなどの伐採木は、 ガーデニングや薪ス

トーブに使用するなどに活用されています。

渡良瀬遊水地がラムサール

条約湿地に登録されてから１

０周年を迎えたことを記念し

て、 令和４年７月３日にシン

ポジウムが開催されました。

会場には約２５０名が来場

し、 イベントやパネルディス

カッションをとおして、 コウノトリをはじめとした貴重な生きものが

棲む渡良瀬遊水地の豊かな自然環境などが再認識され、 将来

に紡ぐための 「渡良瀬遊水地宣言」 が発表されました。



※本河川管理レポートは、 令和４年１月から１２月までに実施した河川管理行為を対象としています。

渡良瀬遊水地１００周年　記念展示企画

　渡良瀬遊水地周辺は、明治時代まで低湿地が広がる洪水の多い地

域でした。その洪水被害を軽減するため、渡良瀬川・思川・巴波川

の掘削と周囲堤の整備が行われ、今から 100 年前の大正 11 年

(1922年 ) に渡良瀬遊水地が概成されました。

　記念展示企画では、100 年前の渡良瀬遊水地の様子が描かれてい

る「渡良瀬川改修竣工図」を中心に、当時の様子を伺い知ることが

できる多数の古図を一般公開しました。展示された古図からは、「谷

中湖はなぜハートのかたち？」「三県境はなぜこんなところに？」な

ど、渡良瀬遊水地にまつわる謎が明らかになります。

　普段は、利根川上流河川事務所で保管され、非公開となっている

古図を見ることができる貴重な機会となりました。

利根川上流河川事務所には、「利根川資料閲覧室」があります。こ
の閲覧室には、江戸時代からの利根川の水害と治水に関する様々
な資料が所蔵されています。事前に予約をいただければ、どなた
でも閲覧できます。是非ご覧になってみてください。

利根川上流管内の防災や災害に
関する情報を提供しています。

イベント情報や最新ニュース
などを配信しています。

事務所から公表 ・紹介している
全ての情報がご覧いただけます。


